
【競技別大会ポスター図案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体操競技・新体操大会  

県立防府西高等学校  

２年 徳永 琴子 (とくなが ことこ) 

新体操をする人のシルエットを目立たせつつも、バランスを

とりたかったので、人の形の枠が上から重なっているように描

きました。色は、シンボルマークを意識して、明るさ・しなや

かさ・感動するイメージをもてる配置にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳競技・水球大会  

県立防府西高等学校  

３年 板垣 香凜（いたがき かりん） 

水球のスピーディーなチームワークと豪快なシュートを表現

したく水しぶきを多く描いたり、波の動きを荒くしました。 

また、選手一人ひとりの表情にもこだわり、シュート打つと

きの力をいれる瞬間の表情を描くのを努力しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓球競技大会  

県立下関南高等学校  

２年 横見 真央 (よこみ まお) 

「勝利をつかみ取るために」というコンセプトでこの作品を

描きました。卓球の「スピード感」「力強さ」そして、「必死

さ」や「楽しさ」をたくさんの線や表情等で表しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトテニス競技大会  

県立山口松風館高等学校  

１年 工藤 信喜  (くどう のぶき) 

苦しい状況のボールを必死に撃つ選手を描きました。 

また、これまでの練習により鍛えぬいた筋肉も表現しつつ、

ビビットカラーを使用し、クールな雰囲気を演出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バドミントン競技大会 

県立防府商工高等学校 

 １年 松永 和奏  (まつなが わかな)  

バドミントンをしている時の躍動感がでるようにポーズを大

きく、陰影をはっきりと付けました。 

また、シンプルに見せるためにあまり書き込まず、分かりや

すく親しみやすい感じを出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーチェリー競技大会  

県立徳山高等学校 

 １年 原田 彩世 (はらだ あやせ) 

アーチェリーの弓が目立つように背後からの構図にし、背景

を青や緑にすることで赤色の弓が目立つようにしました。 

また、真剣な様子が伝わるよう表情を工夫しました。 

 


